
常総・根新田

メール、カメラ、自主防災組織も

顔細道

対
水
害
町
内
会
は
進
む

2
年
前
の
鬼
怒
川
水
害
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
常
総
市
の
根
新
田
町
内
会

が
、
町
内
に
防
災
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

そ
の
映
像
や
メ
ー
ル
を
駆
使
し
た
自
前

の
避
難
計
画
を
策
定
し
て
独
自
の
水
害

対
策
に
乗
り
出
し
た
。
今
年
度
は
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
、
市

は
他
の
町
内
会
に
も
同
様
の
取
り
組
み

を
広
げ
た
い
と
し
て
い
る
。

根
新
田
町
内
会
で
は
、
2
年

前
の
水
害
で
多
く
の
家
が
床
上

浸
水
し
た
が
、
事
務
局
が
約
百

人
の
会
員
に
携
帯
電
話
の
シ
ョ

ー
ト
メ
ー
ル
で
刻
々
と
変
化
す

る
浸
水
状
況
を
伝
え
た
。
そ
の

数
は
5
0
通
に
も
な
り
、
多
く
の

町
民
が
早
め
の
避
難
が
で
き
、

け
が
人
が
出
な
か
っ
た
。

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
は
町
内
行

事
を
伝
え
る
た
め
に
、
鈴
木
孝

八
郎
区
長
（
7
4
）
と
須
賀
英
雄
事

務
局
長
（
6
6
）
が
メ
ー
ル
送
信
業

者
の
協
力
を
得
て
、
災
害
前
か

ら
用
意
し
た
。
事
前
準
備
が
大

切
だ
と
気
づ
い
た
鈴
木
区
長
ら

は
1
月
、
防
災
カ
メ
ラ
を
須
賀

事
務
局
長
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
設

㊤
自
宅
ベ
ラ
ン
ダ
に
防
災
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
た
須
賀
英
雄
事
務
局
長
＝
い
ず
れ
も
常
総
市
中
妻
町

㊤
総
会
で
住
民
ら
に
防
災
カ
メ
ラ
な
ど
の
活
用
を
訴
え
る
鈴
木
孝
八
郎
区
長
（
右
）
ら

置
。
2
年
前
も
あ
ふ
れ
た
千
代

田
堀
川
周
辺
を
2
0
秒
間
撮
影
し

た
映
像
を
3
0
分
ご
と
に
更
新

し
、
町
内
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
国
な
ど
が
普
及
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
市
民
一
人

ひ
と
り
が
作
成
す
る
事
前
避
難

行
動
計
画
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
の
町
内
会
版
を
作
成
。

「
洪
水
贅
報
」
が
出
た
ら
防
災

カ
メ
ラ
の
映
像
更
新
を
5
分
ご

と
に
早
め
る
。
「
避
難
準
備
情

報
」
が
出
れ
ば
メ
ー
ル
で
避
難

を
呼
び
か
け
、
町
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
避
難
路
の
渋
滞
情
報
な

ど
も
送
る
。
「
避
難
勧
告
」
が

出
る
と
避
難
を
急
が
せ
る
な

ど
、
事
務
局
か
ら
の
働
き
か
け

を
時
系
列
順
に
示
し
た
。

今
年
度
に
は
町
内
会
で
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
1
人

で
は
逃
げ
ら
れ
な
い
高
齢
者
ら

の
避
難
支
援
体
制
を
作
る
と
い

う
。
こ
の
た
め
、
事
務
局
に
防

災
士
の
資
格
を
持
つ
中
根
正
市

さ
ん
（
4
6
）
と
パ
ソ
コ
ン
に
詳
し

い
告
川
智
敬
さ
ん
（
4
1
）
を
迎
え

た
。
鈴
木
区
長
は
「
備
え
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
近
所
つ
き
あ
い

が
大
切
。
町
内
会
に
未
加
入
の

住
民
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
」
と
許
す
。（三嶋伸一）


